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は
じ
ま
り
は
た
ぶ
ん
、
プ
ル
ー
ス
ト
だ
っ

た
。

　

二
〇
一
〇
年
五
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
、

当
時
は
千
葉
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
三
条

会
（
関
美
能
留
主
宰
）
と
い
う
劇
団
が
、
マ

ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
の
小
説
『
失
わ
れ
た

時
を
求
め
て
』
全
七
篇
を
一
篇
ず
つ
、
約
一

年
間
か
け
て
上
演
す
る
企
画
を
行
な
っ
て
い

た
。
そ
の
最
終
回
―
―
第
七
の
コ
ー
ス
『
見

出
さ
れ
た
時
』（
構
成
・
演
出
＝
関
美
能
留

／
二
〇
一
一
年
三
月
二
十
四
～
二
十
八
日
／

千
葉
・
三
条
会
ア
ト
リ
エ
）
が
初
日
を
迎
え

る
二
週
間
ほ
ど
前
に
、あ
の
災
禍
は
起
き
た
。

「
そ
し
て
あ
る
日
、
す
べ
て
が
変
わ
る
」

　

ラ
ウ
ル
・
ル
イ
ス
監
督
の
映
画
『
見
出
さ

れ
た
時
』（
一
九
九
八
年
）
の
一
節
が
、
三

条
会
版
『
見
出
さ
れ
た
時
』
の
底
を
、
つ
ね

に
流
れ
て
い
た
。「
す
べ
て
が
変
わ
」
っ
て

し
ま
っ
た
「
あ
る
日
」
以
後
の
世
界
で
、
プ

ル
ー
ス
ト
の
原
作
を
縦
糸
に
、
三
条
会
が
上

演
し
て
き
た
作
品
群
の
引
用
を
横
糸
に
、
わ

た
し
た
ち
が
存
在
す
る
／
し
な
い
〈
時
間
〉

へ
の
問
い
を
織
り
あ
げ
た
作
品
だ
っ
た
。

　

は
じ
ま
り
は
、
も
し
か
し
た
ら
、
も
っ
と

前
。
二
〇
〇
四
年
六
月
の
こ
ま
ば
ア
ゴ
ラ
劇

場
。
大
学
院
の
先
輩
に
誘
わ
れ
、
初
め
て
三

条
会
の
演
劇
を
観
た
。
三
島
由
紀
夫
の
『
近

代
能
楽
集
』
か
ら
「
班
女
」
と
「
卒
塔
婆
小

町
」
を
つ
な
げ
た
作
品
。
三
島
戯
曲
を
緻
密

に
読
み
解
い
た
趣
向
の
数
々
と
裏
腹
に
、
ど

こ
か
く
だ
ら
な
く
、
笑
え
て
し
ま
う
。
舞
台

上
の
出
来
事
が
、よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、

滅
法
お
も
し
ろ
い
。
そ
の
〈
わ
か
ら
な
さ
〉

に
惹
か
れ
、
千
穐
楽
ま
で
劇
場
に
通
い
つ
め

た
。
そ
れ
か
ら
も
公
演
を
観
つ
づ
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

二
〇
一
七
年
の
あ
る
日
、
関
美
能
留
氏
か

ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。

「
い
わ
き
総
合
高
校
の
ア
ト
リ
エ
公
演
で
演

出
を
す
る
ん
だ
け
ど
、
手
伝
っ
て
く
れ
な

い
？
」

　

何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
日
程
さ
え
も
詳

し
く
聞
か
ず
に
「
い
い
で
す
ね
、
ぜ
ひ
」
と

即
答
し
た
。
そ
れ
が
い
つ
だ
っ
た
か
、
思
い

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

こ
れ
ら
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
の
は
じ
ま

り
探
し
。
わ
た
し
は
こ
の
ア
ト
リ
エ
公
演
に

あ
る
種
の
〈
記
録
者
〉
と
し
て
携
わ
っ
た
。

二
〇
一
七
年
十
一
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
稽
古

（
授
業
）
に
幾
度
も
同
行
し
、
演
出
家
や
生
徒

の
声
、
こ
と
ば
を
文
字
に
記
録
し
た
。
当
日

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
上
演
台
本
制
作
」
と

ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
る
。
作
品
に
対
し
て
直
接

の
つ
く
り
手
で
は
な
い
、
し
か
し
第
三
者
と

も
い
え
な
い
わ
た
し
は
、
思
え
ば
い
わ
き
に

通
っ
て
い
る
と
き
か
ら
〈
わ
た
し
〉
の
置
き

ど
こ
ろ
に
惑
い
、
公
演
か
ら
一
か
月
が
過
ぎ

た
今
も
惑
い
な
が
ら
、
小
考
を
記
し
て
い
る
。

＊

　

福
島
県
立
い
わ
き
総
合
高
等
学
校（
以
下
、

い
わ
き
総
合
高
校
）
の
総
合
学
科
に
は
、
芸

術
表
現
系
列
（
演
劇
）
と
い
う
コ
ー
ス
が
あ

る
。
か
つ
て
福
島
県
立
内
郷
高
等
学
校
（
以

下
、
内
郷
高
校
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
高

校
は
、
二
〇
〇
三
年
度
の
準
備
期
間
（
第
一

期
生
）
を
経
て
設
置
学
科
が
総
合
学
科
に
転

換
さ
れ
、
次
年
度
か
ら
い
わ
き
総
合
高
校
と

校
名
が
変
わ
っ
た
。
同
校
独
自
の
演
劇
教
育

は
、
日
常
の
授
業
に
加
え
、
生
徒
が
自
分
自

身
に
向
き
あ
う
「
自
画
像
」
公
演
、
東
京
か

ら
気
鋭
の
演
出
家
を
招
い
て
作
品
を
創
作
す

る
ア
ト
リ
エ
公
演
と
卒
業
公
演
を
三
本
柱

に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
（
１
）。

　

は
じ
ま
り
が
、
内
郷
高
校
の
総
合
学
科
転

換
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
今
回

関
美
能
留
が
演
出
を
依
頼
さ
れ
た
ア
ト
リ
エ

公
演
の
実
現
に
至
る
経
緯
に
は
、
ち
ょ
っ
と

奇
跡
と
呼
ん
で
も
い
い
よ
う
な
出
来
事
が
あ

っ
た
。
さ
し
あ
た
っ
て
過
去
の
ア
ト
リ
エ
公

演
を
な
ら
べ
て
み
よ
う
。

　

①
第
一
期
生
『
肉
体
改
造
ク
ラ
ブ　

女
子

高
校
生
版
』
作
・
監
修
＝
古
城
十
忍
／

演
出
＝
い
し
い
み
ち
こ
／
二
〇
〇
四
年

二
月
二
十
九
日
（
※
当
時
の
校
名
は
内

郷
高
校
）

　

②
第
二
期
生
『
転
校
生
』
作
＝
平
田
オ
リ

ザ
／
演
出
＝
詩
森
ろ
ば
／
二
〇
〇
五
年

二
月
二
十
六
・
二
十
七
日
（
※
二
〇
〇

四
年
度
か
ら
い
わ
き
総
合
高
校
に
改

名
）

　

③
第
三
期
生
『
陽
だ
ま
り
の
猫
』
作
＝
金

井
博
美
／
構
成
・
演
出
＝
横
田
修
／
二

〇
〇
六
年
二
月
二
十
五
・
二
十
六
日

　

④
第
四
期
生
『
あ
る
い
て
い
こ
う
』
構
成
・

演
出
＝
長
谷
基
弘
／
演
出
協
力
＝
い
し

い
み
ち
こ
／
二
〇
〇
七
年
二
月
二
十

四
・
二
十
五
日

　

⑤
第
五
期
生
『
あ
い
だ
に
あ
る
も
の
』
作
・

演
出
＝
関
根
信
一
／
二
〇
〇
八
年
二
月

二
十
三
・
二
十
四
日

  
〈
恩
送
り
〉
の
奇
跡
／
軌
跡
、
時
間
と
記
憶
の
ア
レ
ゴ
リ
ー

　
　  
―
―
福
島
県
立
い
わ
き
総
合
高
等
学
校
総
合
学
科
第
十
五
期
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　    

ア
ト
リ
エ
公
演
『
失
わ
れ
た
時
を
与
え
て
』

後
　
藤
　
隆
　
基
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⑥
第
六
期
生
『
世
界
の
終
わ
り
と
シ
ョ
ー

ト
ケ
ー
キ
』
構
成
・
演
出
＝
阿
部
初
美

／
二
〇
〇
九
年
一
月
三
十
一
日
・
二
月

一
日

　

⑦
第
七
期
生
『
い
わ
き
の
あ
ゆ
み
』
作
・

演
出
＝
柴
幸
男
／
二
〇
一
〇
年
一
月

十
・
十
一
日

　

⑧
第
八
期
生
『
い
わ
き
の
高
校
生 in the 

蚤
の
市
』
構
成
・
演
出
＝
篠
田
千
明
／

二
〇
一
一
年
一
月
二
十
九
・
三
十
日

　

⑨
第
九
期
生
『
ハ
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
、
バ
イ

バ
イ
』
作
・
演
出
＝
藤
田
貴
大
／
二
〇

一
二
年
一
月
二
十
八
・
二
十
九
日

　

⑩
第
十
期
生
『
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
』
作
・
演

出
＝
飴
屋
法
水
／
二
〇
一
三
年
一
月
二

十
六
・
二
十
七
日

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
予
算
問
題
等
の
現
実
に

よ
り
、
第
十
期
生
の
『
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
』
を

以
て
ア
ト
リ
エ
公
演
は
幕
を
下
ろ
す
は
ず
だ

っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
同
作
が
第
五
十

八
回
岸
田
國
士
戯
曲
賞
（
二
〇
一
四
年
）
を

受
賞
し
、
飴
屋
法
水
が
そ
の
賞
金
を
い
わ
き

総
合
高
校
の
ア
ト
リ
エ
公
演
存
続
の
た
め
に

寄
付
し
た
こ
と
で
、
ア
ト
リ
エ
公
演
は
一
度

を
限
り
と
し
て
復
活
。
二
〇
一
三
年
の
『
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
』
か
ら
三
年
後
に
上
演
さ
れ
た

の
が
、
第
十
三
期
生
の
『
は
だ
か
の
オ
オ
カ

ミ
』（
作
・
演
出
＝
危
口
統
之
／
二
〇
一
六

年
一
月
三
十
・
三
十
一
日
）
で
あ
る
（
だ
か

ら
、
第
十
一
期
生
と
第
十
二
期
生
は
ア
ト
リ

エ
公
演
を
経
験
し
て
い
な
い
）。
危
口
統
之

（
悪
魔
の
し
る
し
主
宰
）
を
推
挽
し
た
の
は

飴
屋
だ
っ
た
。

　

話
は
こ
れ
で
終
わ
ら
な
い
。
二
〇
一
五
年

の
Ｆ
／
Ｔ
（
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ

ー
）
で
、
い
わ
き
総
合
高
校
を
卒
業
し
た
第

十
期
生
が
、
初
演
時
か
ら
先
の
現
在

0

0

を
反
映

し
た
『
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
』（
十
一
月
十
四
・

十
五
日
、
十
二
月
四
～
六
日
／
豊
島
区
旧
第

十
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
を
再
演
、
そ
の
出

演
料
を
母
校
に
寄
付
し
、
ア
ト
リ
エ
公
演
は

再
び

0

0

復
活
す
る
。
飴
屋
か
ら
危
口
に
渡
さ
れ

た
バ
ト
ン
は
、
ま
た
次
へ
送
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。

　

第
十
四
期
生
の
一
年
を
空
け
た
第
十
五
期

生
に
よ
る
〈
最
後
の
ア
ト
リ
エ
公
演
〉
の
演

出
家
に
、
危
口
が
関
を
推
薦
す
る
の
だ
が
、

そ
の
危
口
は
二
〇
一
七
年
三
月
、
四
十
二
歳

で
病
没
し
て
し
ま
う
。
飴
屋
か
ら
危
口
へ
、

第
十
期
生
か
ら
第
十
五
期
生
へ
、
そ
し
て
危

口
か
ら
関
へ
―
―
。
存
在
す
る
は
ず
の
な
か

っ
た
十
二
回
目
の
い
わ
き
総
合
高
校
総
合
学

科
ア
ト
リ
エ
公
演
は
『
失
わ
れ
た
時
を
与
え

て
』（
作
・
演
出
＝
関
美
能
留
／
二
〇
一
八

年
一
月
二
十
七
・
二
十
八
日
／
い
わ
き
総
合

高
校
三
階
演
劇
実
習
室
）と
名
づ
け
ら
れ
た
。

　

第
十
五
期
生
は
十
九
人
（
男
子
五
人
、
女

子
十
四
人
）。
四
人
の
女
子
が「
時
間
」の
役
、

三
人
の
女
子
が
「
神
様
」
の
役
。
役
名
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
女
た
ち
は
劇
中
で
や

や
特
殊
な
位
置
に
い
る
。他
の
十
二
人
は「
生

徒
」
の
役
だ
が
、
彼
／
彼
女
た
ち
は
四
人
ず

つ
三
つ
の
チ
ー
ム
（
授
業
・
影
絵
・
す
ご
ろ

く
／
以
下
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
生
徒
①
・

生
徒
②
・
生
徒
③
と
記
す
）
に
分
か
れ
て
い

る
。

　

舞
台
空
間
の
ス
ケ
ッ
チ
を
試
み
る
と
、
ホ

リ
ゾ
ン
ト
の
前
に
机
が
十
四
台
、
前
後
二
列

に
並
び
、
前
列
（
客
席
側
）
の
机
に
椅
子
が

七
脚
、逆
さ
に
載
っ
て
い
る
。
窓
側
（
下
手
）

の
手
前
に
置
い
て
あ
る
電
光
掲
示
板
は
、
劇

の
各
所
で
時
間
を
視
覚
化（
デ
ジ
タ
ル
数
字
）

す
る
役
割
を
担
う
。

　

上
演
時
間
は
お
お
よ
そ
九
十
分
前
後
で
、

ほ
ぼ
二
部
構
成
。
前
半
は
安
瀨
一
夫
校
長
の

挨
拶
で
幕
を
開
け
、
時
間
役
に
よ
る
電
光
掲

示
板
を
使
っ
た
「
時
間
遊
び
」
の
あ
と
、
生

徒
①
（
男
女
二
人
ず
つ
）
が
授
業
前
の
休
み

時
間
を
自
由
に
過
ご
す
日
常
的
な
会
話
の
場

面
に
移
る
（
こ
の
間
、
電
光
掲
示
板
に
は
十

分
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
映
さ
れ
る
）。
十

分
後
、
授
業
の
は
じ
ま
り
を
告
げ
る
チ
ャ
イ

ム
が
鳴
る
と
神
様
が
現
れ
、
授
業
と
称
し
て

プ
ル
ー
ス
ト
の
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』

の
あ
ら
す
じ
（
超
簡
略
版
！
）
を
一
篇
ず
つ

解
説
し
、
そ
れ
を
順
番
に
生
徒
②
（
女
子
四

人
）
が
影
絵
で
表
現
す
る
。

　

授
業
が
終
わ
る
と
、
先
輩
（
女
子
一
人
）

と
後
輩
（
男
子
三
人
）
の
生
徒
③
が
登
場
し

て
す
ご
ろ
く
を
始
め
る
。
こ
れ
に
勝
っ
た
生

徒
（
当
然
公
演
に
よ
っ
て
変
わ
る
）
が
〈
王

さ
ま
〉
に
な
る
権
利
を
得
て
頭
上
に
王
冠
を

戴
き
、
次
の
〈
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
〉
へ
場
面

は
変
わ
っ
て
い
く
。
王
さ
ま
に
な
っ
た
生
徒

が
サ
イ
コ
ロ
を
振
り
、
出
た
目
の
数
字
の
数

だ
け
他
の
生
徒
（
神
様
以
外
）
が
舞
台
に
入

退
場
し
て
増
減
し
、
最
終
的
に
全
員
が
揃
っ

た
と
こ
ろ
で
、
時
間
と
神
様
以
外
の
生
徒
た

ち
が
舞
台
中
央
で
輪
に
な
る
。

　

す
ご
ろ
く
に
せ
よ
、
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
に

せ
よ
、
稽
古
の
中
で
〈
遊
び
〉
の
よ
う
に
行

な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
作
品
に
い
か
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
ま
で
の
場
面
で
、
時
間
遊
び
や

授
業
前
の
休
み
時
間
は
電
光
掲
示
板
を
用
い

て
時
間
が
視
覚
化
さ
れ
、
わ
た
し
た
ち
を
支

配
す
る
時
間
の
存
在
を
現
出
さ
せ
た
が
、
す

ご
ろ
く
も
、
時
間
と
同
様
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
運
命
の
表
現
と
し
て
機
能
す
る
。

サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
で
は
、
わ
ず
か
に
神
様
が

サ
イ
コ
ロ
の
目
を
操
る
瞬
間
が
あ
る
（
最
後

の
最
後
は
生
徒
自
身
の
手
で
決
め
ね
ば
な
ら

な
い
）
こ
と
で
、
時
間
や
運
命
に
支
配
さ
れ

な
い
可
能
性
と
と
も
に
、
あ
く
ま
で
も
「
神

様
」
の
仕
業
で
あ
っ
て
、
や
は
り
抗
い
き
れ

な
い
絶
対
性
も
同
時
に
示
さ
れ
て
い
た
。
し
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か
し
そ
れ
ら
が
〈
お
お
よ
そ
九
十
分
前
後
〉

と
い
う
上
演
時
間
の
揺
れ
を
は
ら
む
、
劇
全

体
の
時
間
を
め
ぐ
る
不
確
定
要
素
で
あ
り
、

一
面
で
は
偶
然
性
の
な
か
の
自
由
で
さ
え
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

―
―
と
、
こ
こ
ま
で
の
〈
あ
ら
す
じ
〉
を

書
い
て
み
た
も
の
の
、
抽
象
度
の
高
い
『
失

わ
れ
た
時
を
与
え
て
』
に
お
い
て
、
そ
れ
が

果
た
し
て
あ
ら
す
じ
と
し
て
機
能
し
て
い
る

の
か
、
甚
だ
心
も
と
な
い
の
だ
が
、
と
も
あ

れ
先
へ
進
ん
で
い
こ
う
。

　

サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
の
あ
と
、
生
徒
た
ち
が

舞
台
中
央
で
輪
に
な
っ
て
座
り
、
時
間
役
の

四
人
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
『
冬
物
語
』（
２
）

第
四
幕
第
一
場
の
説
明
役
「
時
」
の
せ
り
ふ

を
い
う
（
小
田
島
雄
志
訳
。
以
下
、
ゴ
シ
ッ

ク
体
は
ア
ト
リ
エ
公
演
時
の
改
変
箇
所
）。

　
　

あ
る
人
々
に
楽
し
み
を
与
え
、
す
べ
て

の
人
々
に
試
練
を
課
し
、

　
　

善
人
の
喜
び
と
も
な
れ
ば
、
悪
人
の
恐

怖
と
も
な
る
私
、

　
　

間
違
い
を
起
こ
し
た
り
解
き
ほ
ぐ
し
た

り
す
る
「
時
」
と
名
乗
っ
て

　
　

翼
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
十
四

年
間
を
飛
び
越
え
て
、

　
　

そ
の
長
い
歳
月
の
あ
い
だ
に
生
じ
た
い

っ
さ
い
の
こ
と
を

　
　

説
明
抜
き
に
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
早

す
ぎ
る
飛
翔
を
、
ど
う
か

　
　

お
叱
り
に
な
り
ま
せ
ぬ
よ
う
、
法
律
を

く
つ
が
え
す
こ
と
も
、

　
　

あ
る
習
慣
を
植
え
つ
け
る
と
同
時
に
根

こ
そ
ぎ
引
き
抜
く
こ
と
も
、

　
　

私
の
権
限
な
の
で
す
か
ら
。
最
古
の
秩

序
が
生
ま
れ
る
以
前
も
、

　
　

現
在
の
秩
序
が
支
配
し
て
い
る
い
ま

も
、
私
は
い
つ
も

　
　

同
じ
私
で
あ
る
と
お
思
い
く
だ
さ
い
。

私
は
秩
序
の
生
み
の
親
で
あ
る

　
　

過
去
の
各
時
代
を
目
撃
し
て
き
ま
し

た
、
同
様
に
い
ま
栄
え
て
い
る

　
　

も
っ
と
も
新
し
い
秩
序
を
目
撃
し
、
そ

の
新
鮮
な
輝
き
を

　
　

い
ま
の
私
の
話
と
同
じ
く
陳
腐
な
も
の

と
い
た
し
ま
す
。
砂
時
計
を

　
　

転
回
し
ま
す
お
許
し
を
願
え
れ
ば
、
皆

様
が
夢
う
つ
つ
の
あ
い
だ
に

　
　

舞
台
は
だ
い
ぶ
前
へ
飛
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
も
ご
退
屈
し
な
い
よ
う「
時
」

は
願
い
ま
す
、
心
か
ら
。

　

具
象
的
に
数
字
（
時
間
）
を
刻
み
続
け
た

電
光
掲
示
板
に
対
し
、
生
徒
た
ち
が
つ
く
る

円
形
は
時
計
の
見
立
て
と
な
り
、
そ
の
周
囲

を
神
様
が
回
る
こ
と
で
時
間
の
流
れ
が
表
現

さ
れ
る
。
当
初
神
様
は
反
時
計
回
り
に
歩
き

続
け
る
が
、『
冬
物
語
』
の
せ
り
ふ
に
導
か

れ
た
あ
と
、
音
楽
（
久
石
譲
「
人
生
の
メ
リ

ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」。
な
お
、
同
曲
が
用
い
ら
れ

る
映
画
『
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
』
も
二
〇
〇
四

0

0

0

0

年0

の
公
開
）
を
き
っ
か
け
に
、
歩
行
が
時
計

回
り
に
切
り
替
わ
る
。
前
半
の
諸
場
面
は
生

徒
た
ち
の
日
常
＝
現
在
時
間
だ
っ
た
わ
け
だ

が
、
思
え
ば
時
間
役
が
時
間
遊
び
を
す
る
際

も
、
円
形
を
描
く
歩
行
で
時
間
の
経
過
を
表

現
す
る
と
き
に
は
つ
ね
に
反
時
計
回
り
だ
っ

た
。
そ
れ
ま
で
徐
々
に
過
去
へ
遡
行
し
つ
づ

け
て
い
た
時
間
が
順
方
向
に
転
換
し
た
瞬
間

か
ら
、
作
品
は
後
半
部
へ
一
気
に
動
き
だ
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
『
失
わ
れ
た
時
を
与
え
て
』

の
眼
目
で
あ
る
過
去
の
ア
ト
リ
エ
公
演
の
総

集
編
に
な
る
。
前
掲
し
た
第
一
期
生
か
ら
第

十
期
生
、
そ
し
て
第
十
三
期
生
の
作
品
（
と

本
作
を
含
む
十
二
本
）
を
一
人
ず
つ
紹
介
し

て
い
く
場
面
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
生
ま
れ
の

第
十
五
期
生
が
各
作
品
の
上
演
時
に
何
歳
だ

っ
た
か
が
語
ら
れ
、
ア
ト
リ
エ
公
演
の
は
じ

ま
り
に
ま
で
遡
行
し
た
生
徒
た
ち
は
、
一
作

品
ず
つ
に
自
分
自
身
の
時
間
（
＝
成
長
）
を

重
ね
な
が
ら
、
ア
ト
リ
エ
公
演
の
時
間
を
た

ど
っ
て
い
く
。
そ
の
中
か
ら
『
転
校
生
』『
い

わ
き
の
あ
ゆ
み
』『
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
』『
は
だ

か
の
オ
オ
カ
ミ
』
の
四
作
品
が
、
一
部
を
抜

粋
し
て
実
際
に
上
演
さ
れ
る
。
最
後
の

0

0

0

ア
ト

リ
エ
公
演
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
ば
、
こ
れ

以
上
の
趣
向
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
い
だ
ろ
う

が
、
し
か
し
。

「
そ
し
て
あ
る
日
、
す
べ
て
が
変
わ
る
」

　

冒
頭
で
紹
介
し
た
、
三
条
会
版
『
見
出
さ

れ
た
時
』
の
鍵
言
葉
に
な
っ
て
い
た
一
節
が

『
失
わ
れ
た
時
を
与
え
て
』
で
も
場
面
が
変

わ
る
ご
と
に
随
所
で
用
い
ら
れ
、
ア
ト
リ
エ

公
演
の
総
集
編
で
も
作
品
紹
介
の
た
び
に
こ

の
一
節
が
く
り
返
さ
れ
る
。
や
が
て
「
あ
る

日
」
が
来
る
。
第
八
期
生
に
よ
る
『
い
わ
き

の
高
校
生in the 

蚤
の
市
』（
二
〇
一
一
年

一
月
）
を
最
後
に
『
失
わ
れ
た
時
を
与
え
て
』

か
ら
こ
の
一
節
は
消
え
る
。
以
降
は
「
す
べ

て
が
変
わ
」
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
の
時
間
で

あ
る
。

『
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
』
で
は
原
作
の
幕
切
れ
近

い
場
面
の
せ
り
ふ
を
い
い
な
が
ら
、
一
人
ひ
と

り
が
教
室
の
中
の
椅
子
と
机
を
積
み
上
げ
て

塔
を
築
い
て
い
く
。
そ
し
て
『
は
だ
か
の
オ

オ
カ
ミ
』
の
、
王
さ
ま
の
手
紙
を
読
む
ラ
ス

ト
シ
ー
ン
に
接
続
さ
れ
る
。
王
さ
ま
（
す
ご

ろ
く
の
勝
者
）の
せ
り
ふ
。
別
れ
の
あ
い
さ
つ
。

神
様
の
〈
声
〉
で
塔
は
崩
れ
落
ち
、瓦
礫
（
机

と
椅
子
）
の
中
で
生
徒
た
ち
は
王
さ
ま
を
呼

び
、
探
し
つ
づ
け
る
。
机
と
椅
子
が
片
づ
け

ら
れ
、
次
の
場
面
で
あ
る
教
室
の
風
景
に
変

わ
っ
た
あ
と
、
王
さ
ま
の
せ
り
ふ
―
―
「
全

部
ウ
ソ
で
し
た
ー
」
を
受
け
て
、
生
徒
た
ち

は
窓
の
向
こ
う
の
空
に
手
を
振
っ
た
。
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『
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
』
か
ら
『
は
だ
か
の
オ
オ

カ
ミ
』
に
至
る
一
連
の
場
面
を
観
た
人
は
、

少
な
か
ら
ず
『
は
だ
か
の
オ
オ
カ
ミ
』
の
作

者
を
思
い
、
生
徒
た
ち
の
姿
に
涙
し
た
こ
と

だ
ろ
う
。
し
か
し
―
―
あ
え
て
告
白
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
作
者
の
こ
と
を
わ
た

し
は
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
。
彼
の
作
品
も
観

た
こ
と
が
な
い
。
で
も
、
そ
れ
で
い
い
の
だ

と
思
う
。
窓
の
向
こ
う
に
見
え
た
の
は
、
す

べ
て
の
観
客
（
あ
る
い
は
演
者
）
そ
れ
ぞ
れ

に
と
っ
て
の
〈
誰
か
／
何
か
〉
で
あ
っ
て
、

単
一
の
解
釈
や
意
味
に
収
斂
さ
れ
た
り
、
固

定
化
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
見
え
な

い
も
の
、
そ
こ
に
い
な
い
人
、
そ
こ
に
い
ら

れ
な
か
っ
た
人
、
来
ら
れ
な
か
っ
た
人
―
―

そ
う
し
た
不
在
の
存
在
を
さ
え
感
じ
さ
せ
る

演
劇
固
有
の
表
現
が
、
た
し
か
に
そ
こ
に
は

あ
っ
た
。

〈
恩
送
り
〉
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
〈
恩
返
し
〉
と
は
少
し
く
異
な
り
、
自

分
が
受
け
た
恩
を
、
別
の
誰
か
―
―
次
へ
送

る
と
い
う
こ
と
。
い
わ
き
総
合
高
校
総
合
学

科
第
十
五
期
生
ア
ト
リ
エ
公
演
『
失
わ
れ
た

時
を
与
え
て
』
は
、
ほ
ん
と
う
は
失
わ
れ
る

は
ず
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
し
た

い
わ
ば
〈
恩
送
り
〉
の
連
鎖
に
よ
っ
て
実
現

し
た
奇
跡
の
よ
う
な
時
間
で
あ
り
、
過
去
の

ア
ト
リ
エ
公
演
全
作
品
の
総
集
編
と
い
う
か

た
ち
で
、
そ
の
軌
跡
自
体
を
演
劇
化
し
た
作

品
だ
っ
た
。
ア
ト
リ
エ
公
演
と
い
う
歴
史
、

記
憶
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
品
や
そ
れ
ら
に

か
か
わ
っ
た
人
た
ち
に
捧
げ
ら
れ
た
オ
マ
ー

ジ
ュ
で
も
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
そ
こ
で
終
わ
ら
な
い
の
が
『
失

わ
れ
た
時
を
与
え
て
』
に
仕
掛
け
ら
れ
た
時

間
と
記
憶
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
は

劇
中
に
ひ
そ
や
か
に
、
し
か
し
は
っ
き
り
と

表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ト
リ
エ
公
演
の
総
集
編
は
、
劇
全
体
の

第
六
場
に
あ
た
る
。
窓
の
外
に
手
を
振
っ
て

い
た
生
徒
た
ち
が
一
人
、
ま
た
一
人
と
退
場

し
た
あ
と
、
残
っ
た
男
子
生
徒
が
力
強
く
叫

ぶ
。

　
　

い
わ
き
総
合
高
等
学
校
総
合
学
科
、
第

十
五
期
生
ア
ト
リ
エ
公
演
『
失
わ
れ
た

時
を
与
え
て
』
…
…
作
・
演
出
＝
関
美

能
留
…
…
二
〇
一
八
年
一
月
二
十
七

日
・
二
十
八
日
…
…
僕
は
、
今
、
十
七

歳
で
す
！

　

自
ら
の
現
在
の
表
明
。
そ
こ
か
ら
場
面
は

教
室
の
風
景
に
な
る
。
第
二
場「
授
業
の
前
」

で
男
女
二
人
ず
つ
四
人
の
生
徒
が
演
じ
て
い

た
、
休
み
時
間
の
会
話
。
そ
れ
が
最
終
場
で

あ
る
第
七
場
で
ふ
た
た
び
演
じ
ら
れ
る
の
だ

が
、
登
場
す
る
の
は
第
三
場
「
授
業
『
失
わ

れ
た
時
を
求
め
て
』」
で
影
絵
を
担
当
し
て

い
た
生
徒
た
ち
だ
。
開
演
前
か
ら
客
席
の
前

0

0

0

0

に
座
り
、
第
二
場
ま
で
舞
台
を
観
客
と
一
緒

に
み
て
い
た
彼
女
た
ち
が
、
第
二
場
を
そ
の

0

0

ま
ま
再
現
し
よ
う
と
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
役
名
は
第
二
場

の
生
徒
た
ち
の
名
前
で
、
男
子
の
役
も
女
子

が
演
じ
る
。
そ
こ
で
演
じ
ら
れ
る
場
面
は
、

第
二
場
の
再
現
な
の
だ
け
れ
ど
、
け
っ
し
て

正
確
な
再
現
で
は
な
い
。
要
所
は
押
さ
え
て

い
る
も
の
の
、
少
し
ず
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら

ず
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
記
憶
の
曖
昧
性
と
多

分
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
再
現
の
正
確
さ
よ

り
も
〈
な
り
き
る
〉
と
い
う
あ
る
種
の
ゲ
ー

ム
を
た
の
し
む
よ
う
な
感
覚
も
あ
る
。
各
人

が
も
つ
記
憶
の
集
合
と
即
興
性
を
よ
り
ど
こ

ろ
と
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
自
体
が
き
わ
め

て
劇
的
な
表
現
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
の
ず
れ

こ
そ
が
、
彼
女
た
ち
が
生
き
る
み
ず
み
ず
し

い
〈
い
ま
・
こ
こ
〉
を
保
証
す
る
何
よ
り
の

根
拠
と
な
る
の
だ
。

　

第
七
場
は
第
二
場
と
異
な
り
、
電
光
掲
示

板
が
時
間
を
順
方
向
に
刻
む
。
十
分
経
つ
と

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
、
授
業
の
は
じ
ま
り
を
待

つ
と
こ
ろ
で
、
劇
は
終
わ
る
。

　

し
か
し
、
休
み
時
間
の
十
分
が
終
わ
っ
て

も
、
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
が
終
わ
り
、
観
客
が
い

な
く
な
っ
て
も
、
電
光
掲
示
板
の
カ
ウ
ン
ト

ア
ッ
プ
は
止
ま
ら
な
い
。
劇
の
時
間
を
は
み

出
す
よ
う
に
、
現
実
世
界
の
時
間
に
接
続
さ

れ
て
、
ど
こ
ま
で
も
時
間
は
流
れ
つ
づ
け
る
。

「
失
わ
れ
た
」「
時
」
を
「
与
え
」
る
と
は

一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な

こ
と
が
可
能
な
の
か
。
そ
も
そ
も「
失
わ
れ
」

る
前
の
「
時
」
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

あ
る
い
は
「
与
え
」
る
と
い
う
そ
れ
を
、
受

け
と
る
側
の
存
在
が
い
た
と
し
て
、
主
体
の

立
ち
位
置
を
逆
転
す
れ
ば
「
失
わ
れ
た
時
を

与
え
て
（
ほ
し
い
）」
と
い
う
、
喪
失
（
し

た
者
）
か
ら
の
願
い
と
も
読
め
る
の
か
も
し

れ
な
い
―
―
な
ど
と
い
っ
た
ら
、
い
さ
さ
か

恣
意
が
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。

　

時
に
遊
び
を
交
え
な
が
ら
生
徒
た
ち
の
現

在
を
構
築
し
て
み
せ
た
前
半
部
か
ら
、
後
半

部
で
は
ア
ト
リ
エ
公
演
の
過
去
に
遡
行
し
、

は
じ
ま
り
の
第
一
期
生
か
ら
順
番
に
時
間
を

下
っ
て
、
第
十
五
期
生
自
身
に
よ
る
最
後
の

0

0

0

ア
ト
リ
エ
公
演
『
失
わ
れ
た
時
を
与
え
て
』

に
た
ど
り
つ
く
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
第
七
場

は
た
ぶ
ん
、
い
つ
か
（
＝
未
来
）
の
時
間
。

彼
／
彼
女
た
ち
の
日
常
（
＝
現
在
）
が
、
新

た
に
演
じ
直
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
の

時
間
で
の
生
を
獲
得
す
る
、
次
へ
と
送
ら
れ

る
未
来
へ
の
ま
な
ざ
し
で
あ
る
。
も
し
か
し

た
ら
終
わ
り
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
可
能
性
を
も

示
唆
す
る
そ
れ
を
、
恥
ず
か
し
げ
も
な
く
希

望
と
呼
ん
だ
っ
て
い
い
。『
失
わ
れ
た
時
を

与
え
て
』
は
〈
ア
ト
リ
エ
公
演
（
の
歴
史
）〉

と
い
う
フ
レ
ー
ム
を
用
い
な
が
ら
、
じ
つ
は

彼
／
彼
女
た
ち
自
身
の
時
間
と
記
憶
を
た
ど



2018年 3 月30日

な
っ
て
お
り
、
巻
四
の
最
終
丁
に
は
、「（
欠

損
）
三
年
癸
巳
正
月
吉
旦　

大
坂
本
町
壱
丁

目
松
寿
堂　

萬
屋
彦
太
郎
」と
刊
記
が
あ
る
。

年
号
部
分
が
破
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
じ

刊
記
は
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
の
出
版
で

あ
る
『
浮
世
花
鳥
風
月
』
の
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。『
底
本
西
鶴
全
集
』
第
十
四
巻
に
掲

げ
ら
れ
た
暉
峻
康
隆
の『
浮
世
栄
花
一
代
男
』

解
題
で
は
、「
内
題
を
「
好
色
堪
忍
記
」
と

改
め
た
も
の
が
改
題
三
版
で
あ
る
。
こ
の
三

版
は
序
、
目
次
、
刊
記
な
ど
す
べ
て
元
禄
十

一
年
の
再
版
本
の
ま
ま
で
あ
る
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
刊
記
の
一
致
し
な
い
本
書
に
つ
い

て
は
な
お
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

◇

　

本
書
に
は
、「
乱
」
や
「
乱
歩
蔵
」
な
ど

乱
歩
の
所
有
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
蔵
書

印
は
捺
さ
れ
て
い
な
い
が
、
乱
歩
自
筆
の
文

献
入
手
記
録
「
和
本
カ
ー
ド
」
に
よ
る
情
報

か
ら
、
乱
歩
の
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

「
和
本
カ
ー
ド
」
に
は
、『
浮
世
花
鳥
風
月
』

『
好
色
堪
忍
記
』
が
一
括
し
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

【
表
面
】

［
書
名
］   
花
鳥
風
月　

一

　
　
　
　

好
色
堪
忍
記　

二
－
四

［
作
者
］   

偽
西
鶴

［
刊
年
］   

正
徳
三

［
冊
］   　

四

［
板
元
］   

阪　

万
屋
彦
太
郎

［
備
考
］

元
禄
六
年｢

浮
世
栄
花
一
代
男｣

の
改
題

花
鳥
風
月
ハ
刊
年
？

好
色
堪
忍
記
ハ
正
徳
三

（
レ
イ
ン
君
パ
リ
に
て
求
め
た
り
）

【
裏
面
】

［
入
手
記
録
］

好
色
堪
忍
記
２
－
４　

三
冊
ハ
、レ
イ
ン
、

パ
リ
に
て
求
め
た
る
も
の
、日
本
に
な
し
。

こ
の
三
冊
を
吉
原
伊
セ
物
語
と
竹
斎
下
と

交
換
せ
り
。

花
鳥
風
月
ハ
24
／
２　

辰
巳
や
５
０
０

　
　
　
　
　
　

37
年　

８
０
０
０

　

右
に
記
さ
れ
て
い
る
「
レ
イ
ン
君
」
と
は
、

浮
世
絵
研
究
家
で
あ
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
レ

イ
ン
（
一
九
二
六
－
二
〇
〇
二
）
で
あ
る
。

現
在
、
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ハ
ワ
イ
の
ホ

ノ
ル
ル
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る
書
目
も
あ
る

が
、乱
歩
と
交
換
し
た
と
い
う
『
竹
斎
』『
吉

原
伊
勢
物
語
』
は
、
リ
ス
ト
に
見
当
た
ら
な

い
。
公
開
さ
れ
て
い
る
書
目
以
外
に
も
、
数

多
く
の
レ
イ
ン
旧
蔵
本
が
同
美
術
館
に
は
眠

っ
て
お
り
、今
後
の
情
報
公
開
を
待
ち
た
い
。

『
好
色
堪
忍
記
』は
全
巻
揃
い
で
は
な
い
が
、

当
時
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
資
料
で

あ
っ
た
。
そ
れ
を
、
わ
ざ
わ
ざ
パ
リ
か
ら
持

　

昨
年
、
江
戸
川
乱
歩
指
定
寄
付
金
の
一
部

を
用
い
て
、
乱
歩
旧
蔵
の
古
典
籍
『
浮
世
花

鳥
風
月
』『
好
色
堪
忍
記
』（
登
録
番
号　

５

３
０
０
１
２
３
９
～
５
３
０
０
１
２
４
２
）

を
購
入
し
た
。
ご
支
援
い
た
だ
い
た
全
て
の

方
々
に
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

ど
の
よ
う
な
も
の
を
入
手
し
た
の
か
、
資
料

の
詳
細
を
紹
介
し
た
い
。

『
浮
世
花
鳥
風
月
』『
好
色
堪
忍
記
』は
共
に
、

『
浮
世
栄
花
一
代
男
』
の
改
題
本
で
あ
り
、

乱
歩
本
で
は
四
巻
中
、
巻
一
が
『
浮
世
花
鳥

風
月
』、
巻
二
か
ら
巻
四
ま
で
が
『
好
色
堪

忍
記
』
と
な
っ
て
い
る
。
作
者
は
一
般
に
井

原
西
鶴
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
も
な
お

疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
（
塩
村
耕
『
近
世
前

期
文
学
研
究
―
―
伝
記
・
書
誌
・
出
版
―
―
』

若
草
書
房
、
平
成
十
六
〈
二
〇
〇
四
〉
年
）。

◇

　

書
誌
情
報
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　

い
ず
れ
も
半
紙
本（
約
縦
二
十
二
セ
ン
チ
、

横
十
五
セ
ン
チ
）で
あ
り
、『
浮
世
花
鳥
風
月
』

の
表
紙
は
無
地
で
鳥
の
子
色
、
二
丁
あ
る
目

録
上
部
に
挿
絵
を
配
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

『
好
色
堪
忍
記
』
の
表
紙
は
無
地
で
水
色
と

り
な
お
し
、
現
在
を
、
そ
し
て
次
の
時
間
を

探
し
、
紡
い
で
い
く
旅
で
も
あ
っ
た
の
だ
か

ら
。

（
１
）福
島
県
立
い
わ
き
総
合
高
等
学
校
「
実
践

研
究
「
生
き
る
力
」
の
定
着
を
目
指
し
て

―
―
芸
術
・
表
現
系
列
「
演
劇
」
の
授
業

実
践
か
ら
」（『
中
等
教
育
資
料
』
二
〇
〇

四
年
四
月
）、
い
し
い
み
ち
こ
『
高
校
生

が
生
き
や
す
く
な
る
た
め
の
演
劇
教
育
』

（
立
東
社
、
二
〇
一
七
年
）、
安
瀨
一
夫
「
第

15
期
生
ア
ト
リ
エ
公
演
」（『
失
わ
れ
た
時

を
与
え
て
』
当
日
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
二
〇

一
八
年
）
を
参
照
し
た
。

（
２
）三
条
会
は
二
〇
一
一
年
一
月
に
、
ザ
・
ス

ズ
ナ
リ
で
『
冬
物
語
』
を
上
演
し
て
い
る
。

 

資
料
紹
介

　
乱
歩
旧
蔵
・
新
規
購
入
本
『
浮
世
花
鳥
風
月
』

　『
好
色
堪
忍
記
』
に
つ
い
て
　
　
　  

丹
　
羽
　
み
さ
と


